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宛名シールを印刷しよう！

取引先が多くて、郵送物の宛名書きが大変。QuickCreatorに登録した

顧客情報を利用して、宛名シールを印刷できないかなぁ。

QuickCreatorでは、顧客の名前や住所などの情報をもとに宛名シールを

印刷する設定ができます。

宛名シールの出力項目の確認：画面レイアウト編集画面

実際に設定してみよう！

Copyright©2023 OSK Co., LTD. All Rights Reserved.

マスタータイプで作成した顧客情報の登録をおこなうベース画面において、

宛名シールの印刷可否や出力項目などを設定することができます。

印刷処理は印刷用のメニューを配置して実行します。

＊ QuickCreatorの［ファイル－開く］メニューから、宛名シールを設定したい画面を開いてください。
＊ 宛名シールの出力項目に引用する郵便番号、住所、名称などの項目が配置されていることを確認

します。不足する項目がある場合は追加してください。

①宛名シール印刷に必要な項目があることを確認

* 顧客氏名、フリガナ、郵便番号、住所などが該当

します。

③宛名シール印刷の利用設定のため、
「住所グループ設定表示」をクリック

* [画面設定－住所グループ設定]画面が
表示されます。

②宛名シールに必要な項目がない場合は項目タブから選択

* ［よく使う項目］タブの[住所（敬称付）]［住所（敬称なし）］は
   郵便番号や住所をまとめて追加できるので、おすすめです。
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宛名シール印刷の設定：[画面設定]画面
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メニュー生成：[QuickCreator]メニュー

②住所グループ名を3文字以内で指定

①［使用区分］を「使用する」に設定

③画面の項目と宛名シールの出力項目の
紐づけを設定

④［宛名シール印刷］を「行う」に設定

⑦［OK］をクリックして確定

* [画面設定]画面が閉じます。

⑤［よく使う項目］タブの［住所（敬称なし）］を
画面に配置した場合は、任意の敬称を設定

⑥宛名シールのフォーマットを選択

＊ ［よく使う項目］タブの[住所（敬称付）]［住所（敬称なし）］ を画面に配置した場合は、
          の初期値は自動で設定されます。

＊ STEP２が終了した後にQuickCreatorの［ファイル－閉じる］メニューから
システム生成を実行してください。

①生成したい宛名シールの実行処理の［生成］欄をチェック

＊ ここでは［宛名シール（住所1）］をチェックします。

②［実行］をクリックしてシステム生成処理を実行
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メニュー生成：[QuickCreator]メニュー
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宛名シール印刷の実行：標準メニューの場合

①STEP４で生成した標準の

宛名シール印刷のメニューをクリック

＊ 宛名シール印刷の実行画面が表示されます。

②［印刷］をクリック

＊ 条件を入力して、出力対象の顧客情報を絞ることもできます。

＊ STEP３が終了した後に、メニュー生成を実施してください。

① ［システム－メニュー生成］を選択

*[メニュー生成]画面が表示されます。

②[メニュー分類]で

「標準」／「Webポータル用」を選択

④メニューの生成を確定するため

［実行］をクリック

③［自動レイアウトする］ないしは

［レイアウト編集］によって、

宛名シール印刷を実行する

メニューを配置します。
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宛名シール印刷の実行：Webポータル用メニューの場合
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https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/QuickCreatorの情報はこちら→

①STEP４で生成したWebポータル用の

宛名シール印刷のメニューをクリック

＊ 宛名シール印刷の実行画面が表示されます。

②［PDF出力］をクリック

＊ PDF出力した後に、宛名シールへ

印刷します。

＊ 条件を入力して、出力対象の

顧客情報を絞ることもできます。

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/
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